
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ワークシート⑥からわかったことをもとに、調べ学習をする 

〈例〉 

 

 

 

 

 

〈例〉 

 

 

 

 

 

 

 

多くの測量器具を 

使っていた 

測量器具の 

使い方がわかった 

３つのグループに 

分けられる 

地図を描くための 

道具もあるのかな？ 

 

自分たちの文房具と 

似ているかな？ 

何のための 

星をみたのかな？ 

◎地図用具を調べる 

・烏口、点線器 

・地図合印 

◎地図のつくり方を調べる 

 ・下図、大・中・小図 

◎忠敬が使った道具と比べ

て、その工夫を調べる 

・鉄鎖 

・杖先方位盤 

・半円方位盤 

◎天体観測の様子を調べる 

・「夜中測量之図」 

◎天体観測をすると何がわか

るのかを調べる 

・緯度、経度 

〈例〉 

・伊能図にある☆印は何のマーク？他にも地図記号がないかな？（ワークシート⑦を活用） 

・島は離れているのに、どうやって測ったのかな？ ・鉄鎖は重たくないのかな？ 

・たくさんの道具を使って、いろいろ測ると、どんな地図が出来上がるのかな？      …など 

調べたことをもとに、測量器具や伊能図をみてみよう！ 

新たな疑問や知りたいことが生まれる 

疑問に思ったことや知りたいことについて調べる 

伊能忠敬記念館 常設展示ワークシート⑥を活用した学習例 

〈使用するワークシート〉 

常設展示ワークシート⑥「道具の分類」 

 測量器具とその説明から、共通点を見つけ、３つの種類に分類す

る。 

〈ねらい〉 

・測量器具の用途を理解し、忠敬がたくさんの器具を用いたのは正

確な地図を作るための工夫であったことがわかる。 

・測量に使われた器具や完成した伊能図を鑑賞するときの視点を持

つことができる。 


